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論文内容の要旨





第 2 章では，続く第 3 から第 5 章に述べる実験的研究の全体像を理解する手助けとなるよう，全体システムの概要
を述べ，各地球局について紹介を行っている o











第 5 章では， ETS-V を用いた陸上移動伝搬実験について述べているo 本実験は，将来の陸上移動衛星通信システ
ム設計に重要なデータとなる伝搬特性を実測して解析したものである。特に，伝搬状況を 2 値化してフェードデ‘ュレー
ションとノンフェードデュレーションの分布の統計的性質を明らかにし，経験モデ‘ル式を提案している o






ー本論文は，技術試験衛星 5 型 (ETS- V) を用いて行われた航空機衛星通信実験，メッセージ通信実験，陸上移動
伝搬実験など，移動体衛星通信システム構築に関する実験的研究をまとめたものであり，主に以下のような成果をあ
げ‘ている。
(1) 航空機衛星通信実験については，大型ジェット旅客機搭載用のフェーズドアレーアンテナを新しく開発し，実
際の定期航空路において衛星電話を世界で初めて実証すると共に，伝搬路状況の影響などシステム設計上の問題
点とその対処法を明らかにしている。
(2) 衛星系でのパーソナル通信実験として低速メッセージ通信実験を成功させ，小型・簡易な携帯型地球局実現の
ための低速伝送技術を確立している O
(3) 陸上移動衛星伝搬実験を行い，システム設計上最も重要なシャドウイングやブロッキングなどの伝搬路特性の
統計的性質を明らかにしている。
(4) 指向性をもっ衛星通信用車載アンテナに適した簡便な方位角追尾機構を新しく提案し，その有効性を実証実験
で明らかにしている。
以上のように本論文は，移動体衛星通信システムに関する特に実際面での多くの知見を得ており，通信工学の発展
に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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